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10％の Am を含有した混合酸化物（MOX）燃料の熱伝導率を測定し、古典的フォノン伝導モデルに基づい

て評価を行った。その結果、10％Am-MOX 燃料の熱伝導率は先行研究での 2％Am-MOX の値よりも低くなっ

た。Am-MOX 燃料の熱伝導率は Am 含有量の増加に伴い低下する傾向が明らかとなった。 
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1. 緒言 

現在の高速炉リサイクルにおいて、高レベル放射性廃棄物の減容化・有害度低減に向けてマイナーアク

チニド（MAs）を含有した MOX 燃料の研究開発が進められている。MAs の中でも、アメリシウム（Am）は

MOX 燃料の物性値に大きな影響を与える元素として知られており[1]、特に燃料設計上重要な物性値である

熱伝導率への影響を明らかにすることが必要である。そこで本研究では、MOX 燃料の熱伝導率に及ぼす

Amの影響を明らかにすることを目的として、10％Am 含有 MOX（10％Am-MOX）燃料の熱拡散率を測定し

て熱伝導率を算出し、先行研究のデータとの比較により Am の影響を評価した。 

2. 測定手法 

本試験で用いた 10％Am-MOX 試料は粉末冶金法で作製し、XRD 及び EPMA により試料の均質性と固溶状

態を確認した。熱拡散率の測定に先立ち、保管中の自己照射によって生じた格子欠陥の回復及び O/M 比＝

2.00 への調整を目的として、試料を加湿した H2/Ar 混合ガスフロー下で 1473 Kの熱処理を行った。熱拡散率

の測定はレーザーフラッシュ法を採用し、測定中に試料の O/M 比が変化することを防止するため、加湿した

H2/Ar 混合ガスフロー下で実施した。熱拡散率から試料の密度及び比熱を用いて熱伝導率を導出した。 

3. 結果と考察 

測定した 10％Am-MOX 燃料の熱伝導率を 2%Am-MOX

燃料[1]及び UO2 燃料[2]の文献値とともに図 1 に示す。10％

Am-MOX燃料の熱伝導率は 2%Am-MOX燃料よりも低いこ

とがわかった。10％Am-MOX 燃料の熱伝導率を 0.7~3%Am-

MOX 燃料の熱伝導率[1]とともに古典的フォノン伝導モデ

ル（λ＝1/(A+BT)）に当てはめて評価した結果、従来の評価

と同様に、係数 A は Am 含有量に応じて直線的に増加し、

係数 B は Am 含有量に依存しないことが明らかとなった。

10％Am-MOX 燃料の係数 A 及び Bは以下の値であった。 
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